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活動報告

数
年
前
、
市
古
市
議
か
ら
市
政

報
告
会
の
案
内
を
受
け
た
と
き
、

正
直
「
休
日
に
川
崎
市
政
を
学
ぶ

な
ん
て
退
屈
だ
」
と
思
い
、
興
味

は
皆
無
だ
っ
た
。

友
人
と
過
ご
す
で
も
な
く
、
映

画
や
美
術
館
に
行
く
で
も
な
く
、

市
議
か
ら
市
政
を
聞
く
、
字
面
だ

け
で
眠
く
な
る
。

し
か
し
、
渋
々
参
加
し
て
み
る

と
、
内
容
の
濃
さ
と
面
白
さ
に
驚

き
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
。
そ
れ

以
来
必
ず
参
加
し
、
今
回
で
三
回

目
と
な
る
。

市
古
市
議
の
説
明
は
情
報
量
が

多
く
構
成
も
巧
み
で
、
語
り
口
は

ま
る
で
エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
だ
。

給
食
制
度
ひ
と
つ
取
っ
て
も
、

法
解
釈
の
歴
史
、
市
民
の
声
、
他

都
市
の
事
例
が
絡
み
合
う
様
子
が

よ
く
わ
か
り
、
市
政
が
一
種
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
思
え
る
ほ
ど
だ
。

「
市
政
報
告
会
」
と
い
う
堅
い

名
称
で
敬
遠
さ
れ
る
の
は
惜
し
く
、

「
劇
団
次
郎
」
な
ど
に
改
題
し
て

は
と
提
案
し
て
い
る
が
採
用
さ
れ

る
気
配
は
な
い
。

そ
れ
で
も
多
く
の
人
に
足
を
運

ん
で
ほ
し
い
。

（
Ｒ
／
Ａ
）

ま
ち
の
声

川
崎
市
の
風
水
害
時
の
休
校
基

準
は
、
「
朝
６
時
時
点
で
暴
風
警

報
や
計
画
運
休
等
が
発
令
さ
れ
て

い
る
場
合
」
で
す
。

し
か
し
今
回
は
朝
８
時
半
頃
に

大
雨
警
報
（
レ
ベ
ル
４
）
が
発
令
さ

れ
る
中
で
の
開
校
と
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
「
前
日
判
断
な
ら

仕
事
を
休
め
た
」
「
本
当
に
行
か
せ

て
い
い
の
か
」
と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

ま
た
、
早
朝
か
ら
稼
働
す
る
給

食
調
理
員
ら
教
職
員
か
ら
も
「
市

は
働
く
職
員
の
安
全
を
も
っ
と
考

慮
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
も

届
き
ま
し
た
。

県
内
で
は
前
日
に
休
校
を
決
め

た
自
治
体
も
複
数
あ
り
、
子
ど
も

や
教
職
員
の
安
全
確
保
の
た
め
、

前
日
判
断
な
ど
早
期
の
基
準
見
直

し
を
求
め
ま
し
た
。

市
教
委
は
「
保
護
者
の
意
見
を

２
０
２
６
年
度
の
教
員
確
保
の
状

況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

定
数
に
対
し
先
生
が
充
足
さ
れ

て
い
な
い
、
未
充
足
は
小
学
校
47
・

５
人
、
中
学
校
1 8
・
５
人
、
高
等
学

校
２
人
、
特
別
支
援
学
校
1 4
・
５
人

に
及
び
、
合
計
で
82
・
５
人
と
な
り

ま
し
た
。

市
教
委
の
積
極
的
な
正
規
教
員

の
確
保
一
定
評
価
し
つ
つ
、
「
第
３

次
か
わ
さ
き
教
育
プ
ラ
ン
」
で
掲

げ
て
い
る
「
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

未
充
足
ゼ
ロ
」
と
い
う
目
標
は
異

常
事
態
を
長
引
か
せ
て
い
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
代
表
質
問

で
指
摘
。
市
教
委
は
「
可
能
な
限
り

早
期
の
解
消
に
努
め
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

年
度
初
め
か
ら
未
充
足

市
立
小
・
中
学
校
教
員

上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ

の
方
向
性
で
は
、
一
般
家
庭

平
均
（
月
21
㎡
）
で
月
９
９

７
円
、
年
間
約
１
２
０
０
０
円

の
値
上
げ
に
。

物
価
高
騰
が
直
撃
す
る
市

民
に
対
し
、
負
担
増
を
強
い

る
べ
き
で
は
な
い
と
値
上
げ

の
再
考
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
安
定
的
な
経

営
基
盤
の
構
築
等
を
理

由
に
値
上
げ
の
検
討
を

進
め
る
と
答
弁
。

市
民
の
安
全
を
守
る

老
朽
化
対
策
等
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
は
両
立

す
べ
き
で
あ
り
、
市
費

の
活
用
を
求
め
ま
し
た
。

市が水道料金値上げ検討
市費の活用を求める

６
月
市
議
会
報
告

台
風
６
号
接
近
に
伴
う

市
教
委
の
対
応
に
疑
問
の
声

等
々
力
緑
地
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
利
用
料
金
上
限
額
を
引
き
上

げ
る
議
案
が
提
案
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
（
共
産
党
は
反
対
）
。
こ
れ
に

よ
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
約
１・
７

倍
、
サ
ッ
カ
ー
場
は
約
３・
７
倍
の

引
き
上
げ
に
。

市
は
利
用
料
金
見
直
し
の
際
、

１・
５
倍
以
内
と
す
る
経
過
措
置

を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
改
訂
で
は
な
く
刷
新
」
と
い
う

理
由
で
利
用
者
へ
大
幅
な
負
担

増
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
大
幅
値
上
げ

含
め
、
学
校
現
場
と
協
議
、
意

見
交
換
し
て
検
討
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

釣
池
周
辺
の
自
然
保
護
を

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
「等
々

力
緑
地
の
釣
り
池
周
辺
の
自
然
環

境
の
保
全
を
求
め
る
」
請
願
の
対

応
に
つ
い
て
代
表
質
問
で
質
疑
。

川
崎
と
ど
ろ
き
パ
ー
ク
株
式
会

池周辺の樹木が次々と伐採される

等
々
力
緑
地
の
再
編
整
備
で

多くの学校が避難所になっているその対応

社
が
進
め
る
「
快
適
性
」
の
名
の

下
に
樹
木
を
伐
採
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
請
願
に
あ
る
生
物
相
の
調
査

を
求
め
ま
し
た
。

市
は
「
自
然
環
境
の
保
全
と
共

に
採
光
が
確
保
で
き
る
樹
木
の
維

持
管
理
を
検
討
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

欠員 産育休 休職者 合計

小学校 25.5人 9人 13人 47.5人

中学校 6.5人 4人 8人 18.5人

高 校 0人 1人 1人 2人

特別支援学校 9.5人 2人 3人 14.5人

合 計 41.5人 16人 25人 82.5人

短時間勤務の教員は「0.5人」換算

2026年5月1日時点の市立学校教員の配置状況



川崎市 中原区
利用申請者数 ３７００５人 ７２１２人
利用児童数 ３５９２４人 ６９９６人
保留児童数 １０８１人 ２１６人

・市の保育施策で対応※ １８２人 ２１人
・企業指導型保育で対応 ５５人 ７人
・育休関係の申請者数 ４２９人 ８９人
・特定の保育所を希望 ３９６人 ９９人
・求職活動を休止 １９人 0人

待機児童数 ０人 ０人

2026年4月1日時点の保育所等の待機児童の状況

毎
年
恒
例
の
市
政
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
市
議
会
の
質
疑
を
再
現
・
解

説
し
、
議
論
の
現
状
を
知
る
コ
ー
ナ
ー

で
は
「
多
摩
川
格
差
」
を
取
り
上
げ
、

「
実
態
が
よ
く
分
か
っ
た
」
「
分
か
り

に
く
い
議
論
が
知
れ
て
良
か
っ
た
」
な

ど
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
横
浜
市
の
古
谷
市
議
を
招
き
、

両
市
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
比
較
す
る
対

談
も
実
施
し
ま
し
た
。
「
こ
の
施
策
は

横
浜
（
川
崎
）
が
優
れ
て
い
る
！
」
と

い
う
切
り
口
で
、
中
学
校
給
食
や
公
共

交
通
、
特
別
支
援
教
育
、
不
登
校
対
策
、

犯
罪
発
生
率
な
ど
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
街
の
取
り
組
み
や
特
色

を
比
較
し
た
対
談
は
想
定
以
上
に
盛
り

上
が
り
、
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど

で
し
た
。

私
自
身
も
お
隣
の
横
浜
市
の
取
り
組

み
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

会
場
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
教
員
現

場
の
休
憩
、
医
療
現
場
の
物
価
高
騰
と

資
材
不
足
の
影
響
、
子
育
て
世
代
か
ら

の
給
食
時
間
や
子
ど
も
の
権
利
条
例
へ

の
要
望
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
の
２
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
は
自
分
た

ち
で
決
め
る
」
そ
の
為
に
も
、
も
っ
と

市
政
を
身
近
に
、
わ
か
り
や
す
い
情
報

発
信
に
努
め
１
人
で
も
多
く
の
方
に
市

政
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
声
を

届
け
、
川
崎
が
も
っ
と
住
み
や
す
い
町

と
な
る
よ
う
ご
一
緒
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

市政やくらしに関わる相談ごとはどうぞ
◎くらしの相談センター 市古次郎所長

・受付 月～土 午後2時～4時(休・祝日は休み）

・弁護士による法律相談は毎月第3木曜日19時・事前予約

・場所 市古次郎 事務所上平間1955小島ビル一階・

（☎）511-7592 相談は全て無料で す。

市
は
２
０
２
６
年
４
月
の
待
機
児

童
数
「ゼ
ロ
」を
発
表
し
ま
し
た
が
、

保
護
者
か
ら
は
「
園
が
見
つ
か
ら

な
い
」
と
の
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
国
の
カ
ウ
ン
ト
方

法
に
あ
り
ま
す
。

待
機
児
童
に
該
当
し
な
い
「
保

留
児
童
」
が
１
０
８
１
名
に
上
り
、

そ
の
内
訳
は
育
休
申
請
者
４
２
９

名
や
、
通
園
圏
内
に
空
き
が
あ
っ
て

も
特
定
の
園
を
希
望
す
る
３
９
６

名
な
ど
で
す
。
通
勤
等
の
理
由
で

特
定
の
園
を
望
む
の
は
当
然
で
す

が
、
現
行
基
準
で
は
待
機
児
童
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い

曖
昧
な
国
基
準
の
「
ゼ
ロ
」
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
、
本
当
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
保
育
受
け
入
れ
体
制
を

確
保
す
べ
き
で
す
。

保
育
園
の
待

機
児
童
公
表

待
機
児
童
ゼ
ロ
っ
て
本
当
？

川
崎
市
緑
の
基
本
計
画
の
改

定
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
な
ど
、
世

界
の
都
市
が
暑
熱
対
策
と
し
て

進
め
る
木
陰
を
作
る
取
り
組
み

「
樹
幹
被
覆
率
」
の
導
入
の
検
討

が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
を
市
古
市

議
は
一
般
質
問
で
評
価
。

ま
ず
は
再
開
発
が
進
む
等
々

力
緑
地
や
夢
見
ヶ
崎
動
物
公
園

を
先
行
エ
リ
ア
と
し
て
指
定
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

６
月
12
日
、
エ
ポ
ッ
ク
中
原
で

停
電
が
発
生
。
原
因
は
ま
た
も

や
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
不
良

で
し
た
。

市
の
施
設
で
15
回
目
の
高
圧

ケ
ー
ブ
ル
が
原
因
に
よ
る
停
電

と
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ル
で
は
停

電
で
空
調
が
止
ま
っ

た
中
で
扇
風
機
等

を
フ
ル
稼
働
し
て

の
イ
ベ
ン
ト
開
催

で
し
た
。

利
用
者
へ
の
影

響
は
大
き
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

エ
ポ
ッ
ク
な
か
は
ら
で
停
電
発
生

ま
た
高
圧
ケ
ー
ブ
ル

家
庭
の
事
情
で
指
定
校
以
外
、

い
わ
ゆ
る
学
区
外
の
小
中
学
校
へ

通
う
際
の
申
請
手
続
き
は
区
役
所

が
窓
口
で
す
が
、
記
入
が
難
し
く

確
認
の
た
め
複
数
回
通
う
こ
と
に

な
っ
た
保
護
者
か
ら
改
善
を
求
め

る
声
が
届
き
ま
し
た
。

市
に
状
況
を
確
認
、
要
望
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
は
各
区
役
所
が
独

自
に
対
応
し
て
お
り
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
こ
と
が
判
明
。

こ
れ
を
受
け
て
市
は
統
一
し
た

記
入
例
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
ま
し
た
。
手
続
き

の
負
担
軽
減
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

標
準
化
が
前
進
し
ま
し
た
。

渋
川
の
護
岸
工
事
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

伐
採
さ
れ
た
桜
は
住
吉
観
光
協

会
が
寄
贈
、
不
足
分
は
区
が
植
樹
。

治
水
工
事
に
合
わ
せ
行
政
、
地
域

連
携
の
住
吉
ざ
く
ら
を
守
る
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

渋
川
護
岸
整
備

す
み
よ
し
桜
の
植
樹

学
区
外
進
学
申
請
の

手
続
き
の
改
善

＊市の保育施設とは・・・川崎認定保育園、一時保育、幼稚園預かり保育、事業所内保育等です


